
名船発 掘

日本海運の創業期に活躍した
英国生まれの

鉄製汽船
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名 船 発 掘 ・日本

な
ぜ
か
長
命
な
鉄
製
汽
船

‐９
世
紀
の
中
ご
ろ
、
短
期
間
だ
が
、
欧
米
で
鉄
製

汽
船
が
さ
か
ん
に
造
ら
れ
た
。
有
名
な
巨
船

「
グ
レ

ー
ト
　
イ
ー
ス
タ
ン
」
も
鉄
製
汽
船
で
あ
る
。
短
期

間
に
終
わ

っ
た
の
は
、
鉄

合
【ｏ
し

よ
り
も
さ
ら
に
進

船
材
料
に
適
し
た
鋼

（４
８
じ

が
す
ぐ
に
出
現
し
、

鋼
製
汽
船
の
時
代
に
な

っ
た
か
ら
だ
。

当
然
、
大
量
の
鉄
製
汽
船
が
不
用
に
な

つ
た
。
そ

の
多
く
は
途
上
国
に
売
却
さ
れ
た
。
中
で
も
た
く
さ

ん
買

っ
た
の
は
、
明
治
中
期
ま
で
の
日
本
で
あ
る
。

航
路
開
設
に
よ
る
汽
船
需
要
の
ほ
か
、
台
湾
出
兵
、

西
南
戦
争
、
日
清
戦
争
と
い
っ
た
年
事
要
請
が
あ

っ

た
か
ら
だ
。
国
内
造
船
業
は
ま
だ
、
急
場
の
汽
船
需

要
に
応
じ
る
ほ
ど
の
造
船
能
力
は
な
か

つ
た
。

筆
者
が
前
々
か
ら
注
目
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
時

期
の
鉄
製
汽
船
が
、
た
い
へ
ん
長
令
で
あ

っ
た
こ
と

だ
。
船
捕
５０
年
程
度
は
ざ
ら
で
あ
り
、
第
２
次
大
戦

ま
で
生
き
残

っ
た
も
の
も
何
隻
か
あ
る
。

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
鉄
材
は
腐
食
が
遅
い
の
だ
ろ
う

か
。　
一
説
に
よ
る
と
、
鉄
は
銅
に
比
べ
不
純
物
が
多

い
た
め
、
表
面
に
安
定
錆

（腐
食
を
抑
え
る
機
能
を

も

つ
錆
層
）
が
生
じ
る
か
ら
だ
と
い
う
。

と
も
あ
れ
、
明
治
中
期
ま
で
に
輸
入
さ
れ
た
こ
れ

ら
の
鉄
製
汽
船
は
、
日
の
九
商
船
隊
の
中
堅
船
と
し

て
、
創
業
期
の
日
本
海
運
を
さ
さ
え
た
。

こ
こ
に
紹
介
す
る

「和
歌
浦
丸
」
も
、
こ
う
し
た

鉄
製
汽
船
の
実
例
で
あ
る
。
初
代
と
２
代
日
が
、
と

も
に
鉄
製
輸
入
汽
船
と
い
う
の
は
珍
し
い
。

と
も
に
神
戸
～
北
海
道
航
路
で
活
躍

初
代

「和
歌
浦
九
」
の
前
身
は
英
Ｐ
＆
０
社
の
「
カ

ン
デ
ィ
ア
」
で
あ
る
。
カ
ン
デ
ィ
ア
は
ク
レ
タ
島
の

港
都
イ
ラ
ク
リ
オ
ン
の
別
称
。船
名
が
示
す
よ
う
に
、

地
中
海
航
路

（サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
～
ア
レ
キ
サ
ン
ド

リ
ア
）
の
定
期
船
と
し
て
誕
生
し
た
。
安
政
元
年
の

竣
工
だ
か
ら
、
か
な
り
の
時
代
物
だ
。

ク
リ
ミ
ヤ
戦
争
に
も
従
軍
。
そ
の
後
、
船
体
延
長

工
事
を
受
け
、
イ
ン
ド
航
路

（ス
エ
ズ
～
カ
ル
カ
ツ

タ
）
に
転
じ
た
。
日
本
船
に
な

つ
た
の
は
明
治
１０
年

の
西
南
戦
争
の
と
き
で
あ
る
。
購
入
者
は
岩
―――奇
弥
大

郎
の
三
菱
会
社
。
〓
一菱
は
こ
の
と
き
、
「
カ
ン
デ
ィ
ア
」

な
ど
８
隻
を
軍
用
に
緊
急
輸
入
し
た
。

購
入
価
額
は
約
３
万
ポ
ン
ド
。
同
船
の
建
造
費
が

約
７
万
ポ
ン
ド
だ
か
ら
、
船
齢
２３
年
の
老
打
鉄
船
と

し
て
は
高

い
。
足
元
を
み
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

西
高
戦
争
後
は
、
三
菱
会
社
の
定
期
船
と
し
て
稼

動
し
た
。
最
初
は

「天
車
丸
」
と
い
う
船
名
で
あ

っ

た
が
、
就
航
後
ま
も
な
く
座
張
し
損
傷
．
修
理
後
「和

歌
浦
九
」
と
改
名
し
た
。
明
治
１８
年
に
は
、
日
本
郵

船
の
設
立
に
と
も
な
い
同
社
に
移
籍
。
神
戸
～
横
浜

～
荻
ノ
浜

（官
城
県
）
～
函
館
を
結
ん
だ
。

官
約
移
民
を
乗
せ
て
ハ
ワ
イ
に
も
行

っ
た
。
日
本

～
ハ
ワ
イ
王
国
の
渡
航
条
約
に
よ
る
移
民
で
あ
る
。

条
約
が
公
布
さ
れ
た
の
は
明
治
１９
年
。
同
船
は
そ
の

翌
年
、
横
浜
か
ら
ホ
ノ
ル
ル
ま
で
航
海
し
た
。
官
約

移
民
と
し
て
は
第
４
船
に
あ
た
る
が
、
渡
航
条
約
下

の
官
約
移
民
船
と
し
て
は
第
１
船
に
な
る
。

初
代

「和
歌
浦
九
」
は
明
治
２６
年
、
船
齢
３９
年
で

解
体
売
却
さ
れ
た
。
同
じ
年
、
郵
船
は
代
番
船
と
し

て
、
初
代
よ
り
す
こ
し
大
き
い
鉄
製
汽
船
を
英
国
か

ら
購
入
し
２
代
目

「和
歌
浦
丸
」
と
し
た
。

航
路
は
、
神
戸
～
横
浜
～
荻
ノ
浜
～
函
館
～
小
樽

航
路
。
初
代
が
就
航
し
た
航
路
を
小
樽
ま
で
延
長
し

た
も
の
で
、
東
回
り
神
戸
　
小
樽
線
と
称
し
た
。
近

信
省
命
令
航
路
で
あ

っ
た
。

２
代
日
の
前
身
は
英
国
船
「
チ
ン
ウ
オ
」
。
英
チ
ャ

イ
ナ
　
ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル
社
の
汽
船
で
あ
る
。

明
治
１５
年
リ
バ
プ
ー
ル
で
誕
生
し
た
同
社
は
、
明

治
３５
年
に
英
ブ
ル
ー
　
フ
ア
ン
ネ
ル
　
ラ
イ
ン
に
吸

収
さ
れ
る
ま
で
、
束
ア
ジ
ア
海
域
を
中
心
に
清
国
～

北
米
西
岸
航
路
な
ど
を
経
営
し
て
い
た
。
「チ
ン
ウ
オ
」

は
船
名
か
ら
み
て
、
清
国
海
域
で
稼
動
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
郵
船
は
こ
の
時
代
、
同
社
か
ら
「金
州
九
」

「山
口
丸
」
な
ど
５
隻
を
購
入
し
て
い
る
。

２
代
目

「和
歌
浦
九
」
は
、
日
清
戦
争
、
北
清
事

変
（義
和
国
事
件
）
、
日
露
戦
争
に
も
従
軍
し
た
。
日

本
部
船
で
働
い
た
の
は
２８
年
間
。
大
正
１０
年
に
栗
林

前
船
、
つ
い
で
昭
和
２
年
に
日
本
工
恥
漁
業
に
売
却

さ
れ
、
漁
業
工
船
と
し
て
晩
年
を
お
く

っ
た
。
右
頁

の
写
真
は
、
漁
業
工
船
時
代
の
同
船
で
あ
る
。

昭
和
１８
年
８
月
、
三
陸
沖
で
米
潜
の
言
撃
を
受
け

て
戦
没
。
５８
年
の
長
い
船
歴
を
閉
じ
た
。

山

田
　
迪
生
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